




〔結果〕 

1)患者 T 細胞が%サプレッション 50%以上の強い抑制能を示したものは,急性期 64 例中 37

例(57.8%),回復期前期 35 例中 15 例(42.9%),回復期後期 9例中 2例(22.2%)に認められた。

同一症例で急性期および回復期と,経過を追って測定しえたもののうち,正常コントロール

を同一の人で行いえた5例では,麻疹を併発した1例を除き全例回復期にくらべ急性期の方

が%サプレッションが高かった。年令別にみると,急性期にはあまり差は認められないが,2

才以下では抑制能の認められない例(%サプレッションー50%以下)が43例中6例認められた

が,3 才以上には認められなかった。回復期は 50%以上の抑制を示すのは 2 才以下では 25

例中 11 例(44%),3 才以上では 15 例中 3 例(20%),一 50%以下の抑制能のないものは,2 才以

下では 25 例中 1例(4%),3 才以上では 15 例中 4例(27%)であった。 

2)抑制能を示すT細胞のサブセットにつき患者6例につき検討したが,全例でTγ細胞のサ

ブセットに抑制能が認められ,Tnonγ細胞には認められなかった。各サブセットの%サプレ

ッショγの平均値は,前者が 62.7%,後者が一 39.1%であった。 

3)患者血漿による正常人 Tγ細胞の抑制能の誘導については,6例の患者血漿を用いて行っ

た。患者 T 細胞の%サプレッションの強かった患者の血漿を用いた場合,健康人 Tγ細胞に

も強い抑制能を誘導でき,患者T細胞の抑制能の弱い血漿を用いると健康人Tγ細胞に抑制

能を誘導することはできなかった。 


